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民話によ る音声教育
一一

理論 と試み
一一

Voice　Education　through　Folk　Tales

　
−一一Rationale　and 　Experiments−一一

名古屋聖霊短期大学　　ポ ー
ラ ン ド　萬里子

オー
ラ ル

・
コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン　　表現力　　民 話　　Readers　Theatre　 音声教育

1　 目的

　コ ミュ ニ ケ シ ョ ン カの 養成が英語教育 の 中で 大切なもの に な っ て き て い る。オーラル
・

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 必要性 、 表現力の 必要性が ます ます高ま っ て き て い る と言え るだ ろ

う。オーラル ・
コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン には音声 を発する こ とや 自己表現 と同時に 聞き手 を意

識するこ と 、 また 人間性もかか わ っ て くる。こ の 試 み はそ う した コ ミ a ニ ケ
ー

シ ョ ン カの

ため に 、 音声表現の基本を民話の朗読に よ っ て修得す る こ とを 目指 して い る。民話は本来

「語り」 の 為の もの であ っ て 、 音声がそ の 中心 に くるべ きもの で ある 。 文化的背景も濃厚

に持ちなが ら、 さほ ど難 し くな く 、 oral 　 literatureと して の 価値も あ る 。 単な る音声の

訓練だけに終わ らず 、 音声と意味の ある 書葉 ・文化 を結びつ けられる の で はな い か 。

民話によ っ て oral 　l　iteratureの 理解と音声表現の 融合をは かる短期大学に おける音

声教育の 実験的講義を提示 した い 。

II　仮説

lStory 　Teliing と して の 民話

　民話の リズム 、 く り返 し 、 単純さ と力強さ 、 特に Joseph 　 Jacobs に よ る民話の よ うに そ

の音楽性 と リズム に よ り記憶に残る民 話の特性は音声表現の 練習に理想的で ある 。民話は

narrative と characterization の 両方 の要素が入 っ て お り 、 内容表現 と感情表現が共 に

学びやす い 。風土等をバ ッ ク ・グラ ウ ン ドとす る地域の独 自性や 、 普遍 的入間性に触れる

こ ともで きる 。 比較的短 くて完結して お り、 書葉が さほど難 しくな い 。 本来かた りもの で

あるか ら 、 聴衆を意識 して音声 を発するの に理想的で あ り、 語 りの リズム も あれば 、 ドラ

マ性もある 。 声、 表情、
ジェ ス チャ

ー
、 話の 展開、 ポーズ等まさに 音声の学習に最適で あ

るだろ う。 民話を音声教育に利用す る こ とに は 、 容易さ 、 おも しろ さ と楽しさ 、 有用性 と

い う利点があ り 、 そ の 簡潔 さ 、 ドラ マ 性か ら recitat 　ionや Readers　 Theatre に適して

い る 。 民話は表現力養成に理想的な教材で あ る と言え る だろ う 。

2Readers　Theatre（朗読劇）で の 上演

　こ の よ うな民話を Readers　 Theatreの 形態で 上 演すれ ば 、

一
人で の 語 りか ら複数の グル

ープに よる 言語活動に広げる こ とが可能にな る 。民話を台本と して 、 Readers　Theatreの
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script をグル ープで 作成 し演 じる こ とは 、 その 民話の 深 い 理解だ けで な く 、 イマ ジネー
シ

ョ ンや創造力 、 協調牲も要求さ れ る。言語活動が本来の 言語活動と して 、 人間性の 大切 な

部分 とかかわ っ て くるだけ に 、 有意義で 楽 し い 言語活動がで き るだ ろ う。

以上 を理論的根蝿 と して 、 民話を Readers　Theaしre で 表現す る こ とに よ っ て 、 音声表現

の 基本を本来の 言語活動 と して 、 容易に 、 楽 しく 、 有意義に 、 効果的に学べ るだ ろ う。

III 　 方法

　名古屋聖霊短期大学
・
国際文化学科 ・英語文化圏の 2 年生 を対象 と し 、 通年の 選択必修

科 目 （セ ミナ ー形 式 ）の
一

つ を 「英藷朗読法」 と して 行な う 。 前期は 恥 ther　Goose と英

詩に よ り基本的な発声 、 リズ ム 、 発音 、 音量 、 ピ ッ チ と ト
ー

ン 、 テ ン ポ とポ ーズ等を中心

に学び 、後 期 は民謡 に よ り 、 story の 読み 方と expressive 　reading を中心 に学ぶ こ とで

朗読法の学習を完成 させ る 。 こ こで取 り上 げるの は 、 その 後期の も の で ある 。

　Readers　Theaしre 及び民話へ の 導入 と共 に 、 毎回の 講義それ ぞれ にね ら い の ポイン トと

となるべ きもの を置き、 それ を学習する 。 そ の
一

方で 、 各グル
ープが選ん だ民話の グル ー

プによる解説があ り 、 グル
ープ毎に Readers　Theatreの scr 　iptを作成 し 、 最終的にそ

れ ぞれの 民話を Readers　Theatre の ス タイル で 上演す る。　Readers　Theatreの 発表会を

講義の 無い 特別の 時聞帯に行 い
、 他の 学生 、 先生方を招待して 見て い ただ く 。 講義の シラ

バ ス 、 ア ン ケ
ー

トの 結果の 詳細 に つ い て は 、 発表時に提示 し 、 発表会の
一

部をビデオで紹

介した い 。

Iv 　結論

　実際の 指導の 中か ら 、 ま た ア ン ケー
トの 集約か ら、 次 の よ うに結論 づけ る こ とがで きる e

学生は こ の 晟話 による音声の 学習をプ ラ ク テ ィ カル だ と考えて お り 、 音声面で 弱 い の で 、

こ うした 訓練を韜望 して い る。音読 は黙読 と違い 、

一
人で は学 び に くく 、 指導が磨要で あ

り、 しかも儷人指導が不可欠で ある 。学生は こ れ まで の 英語学習に於て 、
こ の ような 方法

で 習っ た こ とがな い の で 、 最初は とまどうが 、 民話は入 り込みやす く 、 親 し融 やす く 、 学

びやす く 、
こ の 方法はため にな り 、 楽 レい と言 う。 こ の 講義を受けてで きるよ うに な っ た

と思 うこ とで は 、 発音や他の 何よ りも感情を込め た表現 をあ げた学生が 一
番多 い 。

一
番有

意義だ っ たもの は 、 Readers　1
‘
heatre で あ り 、

「人前に出て 自分 を表現す るこ と」 、
「恥

ずか しさ等少な くな り、少 し自信がつ い た」 こ とで あ る 、
Readers 　Theatre は楽しく 、 い

い勉強に なる と し 、　「人の 前で 発蓑す る こ とが とても少な い 日本なの で 、
こ うい う機会は

普段 か ら積極的にや る べ きだ と思 う」 と書 い て い る 。

　日本入は幗身 の 発音等の 学習の前に まず 、 聴衆 を意識 して声を出した り、 自己表現を恥

ずか しく思わ な い ようにな らなければい けない
。 鬮際化蒔代の 英語教育 は単なる英会話で

はなく 、 きち っ とした音声教青が 日本語で も必要で あ り 、 英語に於て は 、 発表力の 訓練な

しに は英語教膏を完威す る こ とはで きな い と言え るの で はな い だ ろ うか 。表現教育、とく

に音声 の表現教育は英語教育に お け る緊葱 の 諜題 だ と思わ れる。
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1 音声表現を中心 とす る英語教育

　　1．オ ー
ラル ・コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の必要性

　　2．表現力の必要性 （音声と 自己表現）

9月 15日（金｝　研究発裹第 7 室 　（ア 2　2 ）

3．本来の言語活動 （符号 でな く 、 思考 ・
感情を表す もの と して ） の必 要性

4。言語 活動に よ る人 間性の 涵養 （イマ ジネ
ー

シ ョ ン
、 創造力 、 協調性 、 self −

confidence ）

II 民話の 特性

1．本来 「語 りもの 」
一一読 み手／語 り手と聴き手

　 （1）語 り手の 視点 か ら語られる文学一一
劇的要素

　 （2）文学ス タイル ー一 リズ ム 、 くり返 し 、 単純 さ と力強さ

　　　　an く り返 しによ る強調 、 継続 、 統
一

　　　　b。語 りに おける 音楽的楽しさ （音楽姓i）

2。人 々 を支え て きた深い 洞察

　 （ヱ）普遍性

　 （2）地域性 、 時代性

III 音声教育に民話 を利用するこ と

1。音声教育にお ける民話の 利点

　 （1）容易さ　 （2）おも しろ さ と楽 しさ （3）有用姓

2．音声教育上の 他の 言語教材
・
言語活動 との比較

　 （1）発音関係の 教科書　 （2）一
般的な物語や小説 （3）ス ピー

チ 　 （4）劇

3．Readers　Theatre に よる発表

　　 Readers　Theatre の 利点

　 （1）聴衆との 、 また舞台上 で の コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン

　 （2）一
定の 時間内に大勢の 学生の 活動が可能

　 （3）劇ほ どの 準備時間や費用を要さず簡便

　　　　
一
　ジェ ス チャ

ー
や 動作にあ ま り注意 を払わずに音声表現に集中でき る

　　　　
一
　劇の 要素も臨機応変に取り入れ られる

　（4）script 作成は 、 作文の 必要が ない が 、 想像力等活発な精神活動を要す る

　　　創造的な活動

　 （5）協力 して
一

つ の もの を創 り上げる楽 しさ

　（6）人前で 声を出した り 、 自己表現 をす る 自信

IV 民話に よ る音声教育指轟例
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V。民話に よる音声教育 の意義

　ora ｝ literatu／ce と して の 民話に よ り 、 音声教育 、 文学教育 、 地域研究を融合す る こ と

がで きる。しか も民話の 語 りの 特徴 を生か した音声教育に よ り 、 知性と感性の 両方を含む

言語敦育が可能で あ る 。

　Ileaders　Theatre で の 発表に よ っ て 、 言語能力の みな らず 、 芸術的セ ンス 、 人間関係、

自己の 立場 ・動作等、 言語を越えな がら言語に ま つ わ る 重要な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ンの 学習

が可 能で あ る 。 体を使 っ た人前 で の 自己表現が 言語教育に とっ て 欠くこ との で きな い もの

で あ り、そ れ に よ っ て の み 薩 固 とした 上達が可能で あ る と思 われ る 。 発表 とい う形態で の

音声表現は記憶 に よ る知牲を 中心 とす る テ ス トと異な り 、 体得と い う重要な側面 を持 つ の

ではない だ ろ うか 。

　　理想的な音声教育にはなに よ りも willingness ，
　 se 弖f−estee 皿

，
　 self ℃ onfidence が必

要で あ り 、
attitude

，
　 confidence が音声教育 の 中心 とな る べ きで あ る。こ の よ うに体 と

心が かか わる 音声教育は 、 容易なも の で はない が 、 学生に と っ て も 、 教師に と っ ても感動

がある 。
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